
１ 章 文明開化と は？

１ 節 江戸時代末期から 明治期へ

２ 節 さ まざまな生活の変化

電話機( 野田市立中央小学
校教育史料館蔵)

２ 章 産業振興と 貿易

１ 節 幕末の産業振興と 販売戦略

　 今年は、 明治になっ て１ ５ ０ 年にあたり ます。 江戸時代末期のペリ ー来航を転機と し て幕府は倒れ、 明治新政府によっ て中央集権国家
が樹立さ れます。
　 明治政府による近代国家づく り は、 欧米諸国の社会システムの導入による各種制度の充実と 、 新し い技術を導入し た土木・ 鉄道・ 通信
と いっ た基盤( き ばん) の整備に始まり ます。 また、 殖産興業( し ょ く さ んこ う ぎょ う ) に向けて機械工業化を行い、 生産物を増やし 、 輸出
入を増大さ せていき ます。
　 近代日本の発展のためには、 人々の力が不可欠でし た。 江戸時代までは幕府や藩に依存し ていた様々な階層の人々の生計は、 明治期に
なり 自立を余儀なく さ れます。 その中で、 起業をする人や商業範囲を広げる人などが現れ、 さ まざまな分野で人々の活躍が見ら れるよう
になり ます。 文明開化は、 生活上の表面的な変化だけでなく 、 商工業や農林水産業などの実業をも 確立さ せていき まし た。 江戸時代の知
識と 技術を西欧の文化に融合さ せ、 新時代を築いていっ た数々の人々の力を展示し ます。
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　 幕末の横浜などの開港に伴い、 幕府だけ
でなく 財政難にあっ たさ まざまな藩は、 産
業を盛んにし て領内の産物の生産量を増や
し 、 海外へ輸出し まし た。
　 また、 西欧諸国への視察も 積極的に行わ
れまし た。

　 江戸時代末期に幕府は開国し 、 貿易が開
始さ れます。 約10年後に江戸幕府は終わり
を告げ、 明治新政府が発足し 、 日本の近代
化が始まり ます。
　 明治政府は廃藩置県による中央集権国家
の確立を図り 、 身分制を撤廃( てっ ぱい)
し 、 西欧的な貨幣( かへい) 制度や教育制度
を整え、 地租改正・ 土木・ 鉄道・ 通信と
いっ た基盤( き ばん) 整備を行いまし た。

　 開国によっ て欧米諸国の様々な文物が生
活に取り 入れら れます。 明治期のこ の西洋
化の現象は文明開化と いわれ、 伝統的な生
活は都市部から 急速に変化を遂( と ) げま
す。 文明開化では、 生活に関わるあら ゆる
モノ だけでなく 、 世の中の人々の考え方も
変えていき まし た。



２ 節 明治期の官営事業

  渋沢栄一の肖像
　 　 ( 渋沢史料館蔵)

３ 節 民営事業の発展

１ 節 治水事業

２ 節 輸送の変化

３ 節 企業化と 商業の変化

３ 章 関宿周辺の変化

　 明治期から 、 河川の整備は政府が行い、
海・ 河川関係の土木技師をオラ ンダから 招
き 、 測量を行っ ています。 水害の多いこ の
地区では、 明治中期にそれまで行っ てき た
水運の整備を目的と し た低水工事から 洪水
対策をメ イ ンと し た高水工事に切り 替わり
まし た。

　 明治初期は舟運をメ イ ンにし た輸送を
行っ ていまし たが、 中期頃には鉄道網の充
実が見ら れ、 明治政府は、 舟運を民営化し
ます。 利根運河会社による利根運河の建
設、 内国通運会社による外輪蒸気船の運航
などです。 また鉄道の敷設も 民間企業が参
入し 、 関宿周辺では、 後に国鉄になる日本
鉄道土浦線（ 現・ 常磐線） や東武鉄道
（ 現・ 東武伊勢崎線） が進出し まし た。

　 江戸時代以来の野田の醤油醸造は機械化
を、 猿島茶製造は品質向上のための技術研
鑽( けんさ ん) を行ない、 輸出を積極的に
行っ てき まし た。 明治23年( 1890) に会社制
度の法制度と し て「 商法」 が公布さ れ、 3年
後に施行、 その後41年( 1908) に改正し 、 会
社設立に関する法整備が出来上がり ます。
こ れをう け、 野田の醬油醸造家たちはまと
まり 、 野田醤油株式会社（ 現・ キッ コ ーマ
ン株式会社） を設立し まし た。
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　 明治中期になると 、 官営事業に振るわな
い分野が増え、 民間への払下げが始まり ま
す。
　 民間企業は、 江戸時代から 培( つちか) っ
ていた技術と 欧米の技術を融合し 、 企業努
力の甲斐( かい) も あり 、 成長に転ずるも の
も 多く あり まし た。 また政府は、 株式会社
組織の法制化も 行い、 新規の民間起業の支
援も 行っ ていき ます。

　 明治政府は、 度量衡基準・ 貨幣制度の統
一、 暦法の改正など各種制度の確定を行い
まし た。 また欧米諸国から 専門家を招聘
し 、 近代的な機械制工業を盛んにし 、 鉄
道・ 通信網を整備し 、 資本主義の育成を図
る殖産興業を遂行し まし た。
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４ 節 農業の変化と 技術革新

１ 節 啓蒙思想家たち

２ 節 教育制度の確立

３ 節 文明開化の結実

　 明治期は啓蒙思想家が登場し ます。 その
代表的な存在である福沢諭吉は、 合理的な
考え方、 批判( ひはん) 的な精神を持ち、 因
習( いんし ゅ う ) や迷信を打ち破り 、 人間性
を尊重し よう 、 と いう 考え方で活動し まし
た。 諭吉も 所属し ていた明六社と いう 啓蒙
思想家の団体では、 渡欧し たこ と がある
人々が中心と なり 、 日本の教育を進歩さ せ
るために成果を広める活動をし まし た。

　 明治政府は、 明治５ 年( 1872) にフ ラ ンス
式教育制度を参考にし た「 学制」 ( 教育につ
いての基本的な法令) の交付を行います。 そ
の後、 12年( 1879) にアメ リ カ 式教育制度の
導入のために「 学制」 を廃止し て「 教育
令」 を交付、 18年( 1886) に尋常( じ んじ ょ
う ) 小学校の設置と 義務教育を4年と 決定し
た「 学校令」 の交付、 32年( 1900) に授業料
の無償( むし ょ う ) 化を実施し 、 教育制度の
確立を行っ ていき まし た。

　 明治期は、 現在まで続く 企業を作り 上げ
た創業者たちや、 音楽・ 美術・ 文学・ 芸能
などの芸術家たち、 さ まざまな研究者など
の文化人が活躍し ます。 こ れら の人々は、
江戸時代までの文化を下地と し 、 その上に
西欧文化を融合さ せまし た。
　 こ う し た多く の民衆の力が文明開化を結
実さ せ、 明治の文化を作り 上げていき まし
た。

　 関宿周辺の埼玉県側では、 養蚕( よう さ
ん) が盛んに行われまし た。 埼玉県は養蚕の
奨励をし 、 明治16年( 1883) に開通し た日本
鉄道によっ て横浜まで運び、 輸出し まし
た。
　 また米づく り では乾田馬耕農法( かんでん
ばこ う のう ほう ) などの技術革新や農具も 改
良さ れ、 生産量増加が増加し ていき ます。
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４ 章 「 文明開化を 生み出し た力」 と 「 文明開化が生んだ力」
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